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Ｆｉｇ．５TemperaturedependenceofR1lineinruby
underatmosphericpressureAfterref.（１）
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2.4光学システム
Fig.７はわれわれが用いている顕微分光装置の
一つである。液体ヘリウム循環型光学クライオス
タット内にFig.２のＤＡＣが装着されている。
VTRに画像を記録すると同時に，パンドル型石
英光ファイバー（藤倉電線Ｇ・８０/lOOB）で信号
光を分光器に導き，吸収，発光，およびラマン散
乱等のスペクトルが測定される。この図ではレー
ザー光を試料の下部から入射しており，上部から
入射するときは対物レンズの脇からレーザー光を
通す。
Fig.７の装置も含めて，従来の分光測定ではミ
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Fig.６PressuredependenceofR1lineinrubyat
liquidHetemperature
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ラーとレンズを使って光源を直接クライオスタッ
トに導入していた。しかしながら，強磁場中での
磁気光効果を調べるにはクライオスタットを電磁
石内に設置しなければならないので，極めて不便
である。そこで低温・強磁場・高圧下でも手軽に
光学測定ができるようにとの意図で試作した光学
系がFig.８(a)'0)および(b)Ⅲ)である。
この光学系の特長は，光源の導入と信号光取り
出しの双方を光ファイバーで行うことである。光
源の導入にはＰＶＣで被覆された，コア径100匹
ｍの単芯多成分ガラスファイバー（昭和電線電
績ＴＫ/CF-lOO/140）を用いている。信号光は前
方または後方配置で集光して直径１ｍｍの石英
ロッドに導き，クライオスタットの外でバンドル
石英ファイバーに接続する。ただし，強いレー
ザー光を石英ファイバーに通すと発光するので，
それを避けるために前方配置では色ガラスフィル
ターを光路中に入れ，後方配置ではレーザー光を
斜めに入射させている。
光学セルは真鋳の円筒容器でウッドメタル溶接
により閉じる。外径30ｍｍのＤＡＣ（MKD30型）
の場合，円筒容器の外径は40.5ｍｍである。東北
大学金属材料研究所には有効径52ｍｍのボア中に
最大２８テスラの静磁場を発生できるバイブリッ
ド・マグネット設備があり，現在われわれは液体
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(b）
Opticalsystemsof（a）transmission-type
and（b）reflection-typeD：glassfiber，Ｅ：
quartzrod，Ｆ：lens，Ｇ：clampdiamondanvil
cell,Ｉ：mirror，Ｊ：lens，Ｋ：mirror，Ｌ：glass
filter
Fig.８
ヘリウム温度での半導体の高圧磁気光効果の研究
を行っている。
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３．終わりに
単に高圧下での固体の電子状態について精密な
情報を得るためばかりではなく，高圧と強磁場お
よび低温が複合して初めて現れる物性を探索する
ことも大変興味深い６そのための研究手段として
磁気光効果は大変有効であると期待される。最
近，ボア径50ｍｍ以上で，最大磁場20テスラの超
伝導マグネットが市販されているようであり，
Fig.８の光学セルはこのような超伝導マグネット
にも適合する。ここで紹介した方法が今後のこの
方面の研究に役立てば幸いである。
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